
まちかど通信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　伊勢志摩サミットをきっかけに始まっ
た伊賀市と志摩市の交流イベント「海の
幸・山の幸物産まつり 2019」を開きま
した。今年は尾鷲市も参加し、ステージ
イベントのほか、伊賀市、志摩市、尾鷲
市の特産物の販売なども行われました。
　特に、干物を扱うブースでは多くの来
場者が買い求め、会場は賑わいを見せて
いました。

海の幸・山の幸物産まつり2019（12 月８日）

多くの来場者で賑わいました
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▲

志摩市のじゃこっぺ
踊りが会場を盛り上
げました。

▲干物を手に取りながら吟味
する様子が見られました。

　伊賀市文化会館で人権を考える市民の集い
2019を行いました。
　第１部ではポスター・標語・作文部門の受賞
者が表彰され、作文部門で市長賞を受賞した２
人が作文を朗読しました。
　第２部ではコピーライターの玉山貴康さんが
自身の経験やコピーライターとして大切にして
いることなどを参加者に伝えました。

人権を考える市民の集い 2019（12 月８日）

人権について考えを深めました▲市長賞受賞者に
よる作文の朗読

▲

市長から各部門の受
賞者に賞状が贈られ
ました。

まちかど通信

　ハイトピア伊賀周辺をスタート地点とし
て、2019忍者の里伊賀上野シティマラソン
が行われました。市内をはじめ、全国 27の
都道府県から 2,762 人のランナーがエント
リーし、それぞれ３km・５km・10km・ハー
フマラソン・ファミリージョギングの５つの
部門に分かれて、歴史情緒ある城下町や周囲
の山々を眺めながら、冬の伊賀路を駆け抜け
ました。

2019 忍者の里伊賀上野シティマラソン（11月 24 日）

忍者の里を走り抜けました ▲

声援を受けながら
ゴールまで精一杯
走りました。

▲スタートの合図で勢い
よく走り出しました。

　忍者市（上野市）駅とその駅前で障害者週間（12
月３日～９日）の啓発活動を行いました。
　駅前で街頭啓発を行ったあと、障がいのある人の思
いを、字や絵・写真に表現した作品を展示した障がい
者理解のための啓発列車（にじいろ列車）の出発式を
行いました。
　「にじいろ」には、いろいろな色が重なり合ってき
れいに見える虹のように、誰もが自分らしく暮らせる
まちをつくるという意味が込められています。

障害者週間啓発活動（11 月 29 日）

誰もが自分らしく暮らせるように▲岡本市長の合図で
出発しました。

▲

障がい者への理解を
呼びかけました。
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